
 

令和２年度森林経営管理推進事業の取組状況について 

 

 

 

１ 概要 

森林所有者自らが経営管理できていない森林を適切に管理していくため，森林環境譲

与税を活用し，市町が行う森林整備の促進に向けた取組に対する支援と森林整備の担い

手の確保に向けた林業経営体の育成等に取り組んだ。 

 

２ 実施状況 

（１）市町支援【５３，３３４千円】 

  市町が行う森林整備及びその促進に向けた取組に対して支援を実施した。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■森林集積に関する相談体制の構築   ■県による市町への直接支援 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市町職員に対する研修                ■森林情報共有システムの整備 

 

 

 

 

 

 

 

・森林・林業の施策，法令（森林経営管理法等）

等の研修や現地講習を実施した。 

（６日間，延べ 101人参加） 

・森林の集約化や森林経営管理制度の運用等に

ついて全国の先進事例をもとに，演習を実施し

た。（２日間，延べ 53人参加） 

 

・森林所有者との協議手順や境界の確認方法等を

アドバイスするため，森林施業プランナーを派遣

した。(４市町) 

・集約化に係る地域の合意形成の進め方等をアド

バイスするため，土地集約化の経験者を派遣した。

(１市町) 

・森林所有者の探索方法や相続未登記森林の登記

更新方法等に係る法的な手続き等をアドバイスす

るため，弁護士及び司法書士を派遣した。(１市町) 

 

意向調査等の取組を進めるにあたり障
壁となる課題を解決し，円滑に事業を推
進するため，法律の専門家等を６市町に
派遣した。 

17市町において地域調整会議を開催すると

ともに，意向調査実施地区の森林資源情報等
の提供や経営管理集積計画の策定支援等を実
施した。（17市町が意向調査に着手） 

森林・林業の知識や森林経営管理制度の
運用等を習得するための研修を実施した。  

森林経営管理制度に対応するため，新た
に，森林情報共有システムを整備した。 

  
これまで各ユーザ（県，市町，森林組合等）に

おいて管理していた森林情報を一元的に管理

し，関係者が共有・利用するとともに，森林経営

管理制度に係る事務を円滑に進めるための基幹

システムを整備した。 

（R3：追加機能整備・暫定運用開始， 

R4：本格運用開始） 

 

 

 

 

 

 

 

【森林情報共有システム】 

地図管理 

（地番・林相図・関連情報） 

森林簿・施業履歴管理 

林地台帳（登記簿・所有者変更届） 

森林経営計画，伐採届管理 

情報共有（同期・反映） 

森林経営管理制度での活用 

県 

市町 

事業体 

- １- 

資 料 番 号 ５ 

 

令和３年７月２日 

林 業 課 

庄原市における地域調整会議 

先進事例を参考とした集約化演習 



（２） 林業経営体の育成【４７，４３９千円】 

  森林整備の担い手の確保に向け，林業経営体の育成等の取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和２年度実績額合計：１００，７７３千円】 

■リーディングモデルとなる林業経営体の育成 

県内の模範となり得る林業経営体に対して，経営力強化に向けた経営戦略の策定や
職場の安全管理に係る仕組みづくりに向けた取組を支援した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

■林業経営者等へのマネジメント研修 

林業経営体の育成に向け，中長期の森林整備の計画立案や持続的な企業経営・人材育
成等を促すため，経営体の各部門の人材を対象として研修を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就業希望者・新規就業者に対する個別支援 

就業相談員を関係団体（広島県森林組合連合会）に配置し，就業希望者に対して，
就業相談から就業までをきめ細かに対応することで，新規就業者を確保した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
■県産材供給先の確保 

 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う木材需要の低下に対し，公共建築物を対象
とした木造設計に対する支援を実施した。（４件） 
 

 

                       

- ２ - 

安全管理に係る仕組づくり等に向けて，労働安

全衛生コンサルタントと協力し，安全診断や安全

指導を行うとともに，現地検討会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

     

林業経営体が，経営コンサルタントの協力を得

て，自らの経営に関する外部・内部環境の実態を

踏まえ，経営戦略を策定する取組等を支援した。 

経営体 取組内容 

A経営体 

・全職員が参加して経営戦略を策定す
ることで，ビジョンや実行計画を共有 
・会計管理や現場施業に先端技術等を
導入し，業務の効率化等を推進 

B経営体 

・素材生産・流通主体の経営から，組織
的に再造林・伐採・運搬・加工販売に取
り組む総合的林業経営に拡充するため
の経営戦略を策定 

 

 

 

・新規就業者を確保するために，ホームページ等を

活用し，求人情報を効果的に発信した。（就業相談

75人，新規就業者 12人） 

・就業後の悩み等を解消するために，新規就業者に

対して，個別にヒアリングを実施した。 

・林業就業への関心を喚起するために，高校生を対

象に林業体験学習を実施した。 

安全管理に係る仕組づくり支援 

高校生を対象とした林業体験学習 

次世代林業経営者研修 

・次世代の林業経営者を対象に，経営のノウハウに

関する講義や経営ビジョン及び中長期経営計画策定

演習等を実施した。（６日間，14人参加） 

・森林整備の計画・管理等を担う管理部門の職員を

対象に，集約化施業の企画提案や計画管理，中長期

の森林経営収支等に関する講義や演習を実施した。

（７日間，12人参加） 

・現場リーダーを対象に，コーチングや指導者の役

割等に関する講義や現地実習を実施した。（４日間，

９人参加） 

 

 


